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産業建設常任委員会委員長報告 
             （平成２６年１０月３日） 

 
産業建設常任委員会に付託されました議案について、審査の経過概要と

その結果を報告いたします。 

 

第１号議案 平成２６年度亀岡市一般会計補正予算の本委員会所管分で

ありますが、その主な内容は、 

総務費では、一般財団法人自治総合センターからの助成を受けて実施す

る防犯灯設置経費の増額補正。 

農林水産業費では、シカによる農林業被害の緊急対策として、狩猟によ

りシカを捕獲した者に奨励金を交付する鳥獣対策事業経費の増額補正。 

商工費では、亀岡市土地開発公社が工業団地用地として先行取得した西

別院工業団地用地について、利活用を図るために買戻しを行う経費の増額

補正。 

土木費では、道路新設改良事業や道路維持経費等の増額補正であります。 

 

採決に先立つ討論では、西別院工業団地用地の買戻しに係る公有財産購

入費について、 

反対討論として、既に売却する方向であり、その売却予定額は、鑑定価

格を目安として下がることが予想され、買い戻し経費との差額が生じるこ

とに、誰も責任を負わないというのは問題であるとの意見。 



2 

賛成討論では、市の抱える大きな課題として、これまで市議会でも議論

してきた経過があり、亀岡市土地開発公社長期保有地等検討特別委員会の

調査結果や平成２３年９月定例会の決算認定に対する附帯決議において、

新たな投資をせず、早期に用地の売却を行い事業終結することを指摘して

きたことは、所要の経費を伴うことを踏まえた議会の意思であり、留意す

べきであるとの意見が出されました。 

採決の結果は、賛成多数をもって原案可決すべきものと決定しました。 

次に、第９号議案、亀岡市水道事業の設置等に関する条例及び亀岡市下

水道事業の設置等に関する条例の一部改正については、水道事業及び下水

道事業に係り、地方公営企業法施行規則の一部改正に伴う会計基準の見直

しや効果的な事業運営を図るための利益処分の方法の見直し等、所要の規

定整備を行う内容であり、別段異論なく、採決の結果は全員をもって原案

可決すべきものと決定しました。 

次に、第５１号議案、市道路線の認定及び廃止については、国営農地再

編整備事業に伴うものや地元自治会の要望に伴うものなど、１５路線を認

定し、３路線を廃止しようとするものであり、別段異論なく、採決の結果

は全員をもって原案可決すべきものと決定しました。なお、道路に面した

土地所有者の構造物や樹木等の道路上への張り出し、植木鉢やプランター

等について、道路管理者として適切な指導により、通行上支障のない安全

な道路環境の維持管理に努められるよう望みます。 

以上、簡単ではありますが本委員会の報告といたします。 




